
divertissement:.を 超 え る も の

一 パスカルの概念 を手 がか りと して一

大 町 公

i

17世 紀 フランスの思想家 ブ レーズ ・
.パ スカルはそのrパ ンセ』第8章(ラ フェマ

版 にキる。以下同 じ)に おいて人 々の 目常生活を取 り上 げ,そ こにおける諸 々の活

動 をすべてdivertissementの 一語で もっ・て言い表 している。パスカルか.らすれば,

現 世において人間の行 い うる.あらゆ る行為 はdivertissementな のである.。

それでは具体的 にパ スカルの目に写 った,人 々の生活ぶ りとはどのよ うなもので

あったのだろ うか。

人々は様 々な職業 に従事 しτいる。かたわ ら他 の人達 との交際 を,婦 人達 との会

.話 を求 めている。賭け事や芝居見物,狩 りやダンスに興 じてい る。いつか顕職 に付

けることを夢見ている。 まだある。時 には航海 に出かけた り,高 いお金 を出 して軍

職 を買い,砦 の取略 に加わった.りしてい.る。絶 えず自分を引 きつ け魅了す る対象 を

求 めてい るのである。 とにか くじっ としてはいない。騒 ぎや動 きを求 めてや まない

のである。.人はなぜそ うなのか。 もしそ うい うことがなければ,人 々の身 に起 こる

諸々の不幸 もどれ ほどか減少することであろうのに。いったい ど うしてなのか。

賭 けや狩猟 ダンスに うつっ を抜かすこと,あ るいは地位や名 誉を得よ うとする

こと。それ らは所詮空 しいこ とではないのだろ うか。人問には他 にもっ.となすべ.き

ことがあるのではないだろうか。それなのに人 々はなぜかか る事柄に我 を忘れ るの

か。.パスカルは考 えた。そ してお もむろに こうつぶや くのである。

人間 のさまざまな.不安動揺の.すがた,宮 廷や戦争 において人間が危 険や労 苦に

身 をさらしてい.る有様 一 こ うい う所か ら,多 くの争い どとや情念,大 胆不敵な・

往 々悪意 のある企 てが生まれて くるものである,一 それ らを特 に深 く考察 して

みて,わ たしはよ く言 ったものだ。およそ人間 の不幸 とい うものは ,一 つ の部屋
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の中に,じ っと静かに とどまっていることができない とい う,た だ一つのことか

ら起 っているのだ と。.生活に困 らないだけの財産 のある人が,自 分 の家に じっと

とどまっていて,そ れで楽 しかったら,何 も家をはなれて,航 海 に出かけた り,

と りでの攻略 に加わ った りし.ないであろ う。自分 の町 か ら動 かず.に.いるのが耐 え

られ ないからこそ,高 セ・お金 を出して,軍 人の役職 を買 った りす るのだ。自分Q

家 に じっとしてい るのが,楽 しい どころではないか らこそ,人 々との交際や,賭.

け ごとの楽 しみ を求 めるのだ。(136-139(D)

人 間 の不幸 というものはただ一つの ことから生 じてい る。それは 「一つの部屋 の

中に,.じ っと静 かに とどまっていることがで きない とい う」こ とである。 「一つの

部屋 の中に,じ っと静かに とどまって固 られ るならば;人 間にそのよ うな.不幸 は

起 らないであろ う。 しか し人間にはそれができないのである。なぜであるのか。. .

しか し,も?と 仔細に考えてみた時,つ まり,わ た し.たちのすべての不幸の原

因 を見出 したので,そ の理 由を見つけ出そ うとした時,わ た しは,一 っの非常に

確か な理 由があるこ とに気づいたのだった。.それは,わ た した ちの人問の状態 と

い う,生 まれなが らの.どうしよ う.もない不幸の中にある理 由であった。この弱 く,

死 すべき人 間の状態のこ とは,わ た したちが,そ のこ とをつきつめて考 えてみ る

と,も う何 ものに よってもな ぐさめ られないほどに惨 めであわれな ものなのであ

.る。(同 前)

人 間のあらゆ る不幸の 「原因.(cause)」 は,人 間が 「一つめ部屋の中に,じ っ と

静かに とどまってい るこ とができない という」ことであったが,そ のような 「原因」

の困って来た る 「理 由(raison)」 が ある。しかも 「非常 に確かな理由」である。そ

れは 「わた したちの人 間の状態」,「 生 まれながらの どうしよ うもない不幸」な 「人

間の状態」である。その 「人間 の状態」 とは 「弱 く,死 すべき人間の状態 」であ り,

「つきつめて考 えてみると,も う何 ものによってもな ぐさめられないほ どに惨 めで

あわれなもの」だか らである。

「… こ うした惨 めさを見なが らも,人 間 は幸福 にな りたい と思 う。幸福にな
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りたいとのほかは何 も思わない。 また,そ う思 わずにはい られない」(133-169),

とパ スカルは言 う。 「生 まれながらの どうしようもない不幸」とい う「人間の状態」

と,「 幸福にな りたい と」 「思わずにはいられない」願 いとの狭 間で人間は考 えた

g)で ある。 自分 自身のことを考 えることか ら.d6tou血erす る こと,divertirす る こ

.と,divertissementが 生 まれるのは.かか る地点においてである。不幸 な人 間の状態

を変 えられ るはずがな く,か つ また幸福 にな りた いとの願いが切 なるものであるな

ら,不 幸な状態 から目をそむけるよ う専心努力 すること,そ れ以外 いったい自らに

何 がで きよ う,と 。 「人間は,死 も惨め さも無知 も癒すことができなか ったので,

幸 福になるために,こ うい うことは考えずにいよ うと思 いついたのだった」(134

-168)
0

2

divertissement一 か つて三木清はrパ スカルにおける人間の研究』においてこ

の語 を 「慰戯」 と訳 し,現 在発行 されている邦訳において も津田穰氏は この訳語 を

継承 している。他方松浪信三郎氏,前 田陽一氏,由 木康氏,田 辺保氏はいずれも「気.

ば らし」 と訳 している。拙論 においては,日 常的 な語感 とい う見地 か ら,や はり「気

ばらし」の方 を使 わせていただ くこ とにす る。

さて,こ の世で最 も幸せな境遇 にある者 としてた とえば国王 を想定す る.ことがで

きる。 しか し,も し王に 「気 ば らし」 がなければ,王 もまた自分自身の ことを考 え

ざるをえな くなる。起 こるや もし.れぬ反乱や,避 け られぬ死や病気 のことを.考え,

国王 もた ちまち沈んでしま うであろ う。 「気 ば らし」 がなければ た とえ王 でさえ不

幸になる。賭 けに興 じる最下級 の部下 よ りもなお不幸 になるのである。国王 の幸せ

とは,な ん とか国王 の気 を紛 らそ うと努 める人達 に取 り巻かれているとい うことに.

尽 きる。

「気ば らしなしには,よ ろこびがない。気 ばらしがあれば,悲 しみがない」(136

-139) 。.幸 せになるためにはた とえ誰であれ 「気ば らし」をす る必要 がある。自

分 自身 について考えるこ とか ら気 をそ らさな くてはならない。即 ち,通 例 「娯楽」

とも訳 されるdivertissem畔ntの 元 の意味は,自 分 自身の ことを考 えるこ とから気 を

そ らせ る,気 を他 に転 じさせ る.と.いうこと,あ るいは自分自身 について考 えること
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よ り生 じる気分 を紛 らせ ることに他 ならないのである。

それ では具体的に 「気ば らし」はどのようなものなのか。

人 々は兎 を求 めて螂山 を駆け回 る。貴族 は狩猟 を高 尚な楽 しみ とさえ考えている。

かれ らは必ず しも兎が欲 しいわけではない。兎 を手 にす ることに幸せがあるとも思

ってい ない。兎 ならや るか らと言 われて もかれ らは断 るであろ う。兎 が得 られ さえ

すればいいのでは ないのであ.る。人 々が求 めているのはおだやかな手 に入れ方 では

ない.。そ うい う仕方 な ら依然 として人 々に,そ の惨め さを,死 を,不 幸な状態 を忘

れ させて くれは しない。それでは自らの注意 を他に転 じさせ,気 を紛 らせることが

できな.いのである。人 々が求 めているのは自分 自身か ら気 をそ らせ,憂 さを晴 らし

て くれ るほ ど,そ れほ どまでにのめり込 み,熱 中し,我 を忘れ ることである。人は

獲物 よ りも狩猟 を好む。人 は 「物その ものを求 めない で,物 を求めることを求 めて

い る」(773-135)。 「… 一匹の兎は,わ た した ちが死や惨めさを見 ないです.

む よ うには して くれ ないであろう。だが,狩 猟 は,一 わた したちの目をそこか らそ

らせ,一 それ らを見ないですむように.して くれ る」(136-139)か らである、

人々は買 ってな ら欲 しくない兎 を終 目追 いかけ回 して楽 しんでいる。半可通の知

識人 は した り顔でそれ をあげっ らう。そんなものを手 に入れた ところで満足で き.る

わけがない と言 い放つ。.し かしかれ ら半端知識人 こそかの人間の本性 を知 らないの

である。人 々は獲物 よ りもむしろ狩猟 を好 む。それは 「民衆の健全な考 え方」であ

る。健全 さのあらわれなのである。人間はこの世においては 「気ば らし」によって

しか幸福 にな りえない。現世 において幸せになろ うとすれば,人 間は 「気ば らし」

に頼 るしかない。人間はか くも悲惨であることをかれ ら半可通 の知識人達 は知 らな.

い ので ある。

3

狩猟,賭 け,ダ ンス,玉 突き,…,こ れ らすべ ては人々が幸福 にな りたいば

か りに考 え出 したものである。自らの不幸な状態 を忘れ るためにそれ らに熱 中 して

いる。 もちろんかれ らはそ うと気づいていない。そ うとは知 らずに我 を忘 れている

のである。

日々賭 け事 をや り退 屈もせずに暮 している人がい る。その人がもうけていた金 を

やる とい う条件で賭 け事 をや めさせようとすれば,そ の人 を不幸 にして しま うであ
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ろう。もうけが欲 しいのではなく賭 けの楽 しみ を求 めているからだ と言 う人がいる

か もしれ ない。それなら何 も賭けずにや らせてみ るがいい。.その人は退 屈 して しま

うで南ろ う。 目標はやは り.必要 なのである。何 も賭 けずにやる賭 け事な ら楽 しくな

い。賭 け事 をせずに手に入 る金な らい らないが,賭 けで .もうけることは楽 しい。あ

るいは,何 もせずに得 られ る兎な ら欲 しくはないが,狩 猟 は大 きな喜びである。「気

ばらし」には明 らかに 「想像力」が関与 してい る。

人間に 「気ば らし」が可能 なのは,人 聞には 「想像力(imagination)」 が備わ っ

ているか.らである。 「想像力」を欠 いた動物に 「気ば らし」な ど.考え られない。パ

スカルは断章44-82で この能力 を分析 してい る。

それに.よれば,「 想像力」 とは 「誤 りといつわ りの女王」であるが,そ れはいっ

も人 を欺 くとは限 っていない。それ だ.けにいっそ うや っかいな代物 である。好んで

理性 を押 さえつけ支配 しようとし,人 間の内に 「第二の本性」 を造 り.上げた1.「 想

像力」は理性 とは違った形で,当 人に充実 した完全な満足 を与 えることができる。

人間 とはまず 「想像 力」に揺 り動 かされることによって行動す るものだ と言 ってよ

い。 「想像力」はすべてをその思 うがままに動 か し,あ げ くの果 てにそれ 自身 の美,

正 義,幸 福 まで作って しまった。この 「欺隔的能力」は 「まるで否応な くわた した

ちを誤 りに引 き入れる却めに,こ ..とさ ら与 えられた ものであるよ うに見 える」。

人間.はこれまで数 々の 「気ば らし」 を発明 し工夫 してきた。 自ら熱中 し夢中にな

る理由を作、り上げ,自 らを欺 くことによってそ う思 い込 む。また思 い込み うる。「想

像力」のおかげである。そ してそ の理 由に基き,目 標 に向かい,己 れの欲望,怒 り,

恐 れ をかき立 てるのである。

玉突 き,ダ ンス,・ ・.・。自分 の不幸,悲 しみ.は,そ のよ うな子供だま.しでは と

うてい慰め られない と言 う人達 がいるかもし.れない。しか し幸.か不幸か 「人間は,

どんなに悲 しみにみちている時 で.も,だ れかが うまい具合 に,.気 ば らしに引 き入れ

て くれた ら,ほ ら,.も うそ の間はこんなに幸福なのだ」(136-139)。 人 問 とはそ

れほ ど空 しいものなのである。

4

「気ば らし」に.よる幸福 は明 らかに次 々章.「最高 の幸福(1eso凶erahlbien)」
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との対 照において語 られている。

その 中でパ スカルは言 う。

… こんなに
.もはげ.しい願 い(幸 福 にな りたい との願 い 一 引用者註)が あ

るとい うのに,そ れ を果 たす力がない とい うことは,わ た したちに一体 どうい う

ことを告 げ知 らせているのであろ うか。それは,か つては人間に も真実の幸福 が

あった が,今 では もううつろなその しるしと痕跡 だけしか残 っていないとい うこ

と,人 間は手当 り次第に自分のまわ りにあるもので,こ の うつろを満たそ うとむ

だな努力 を し,.今 あ.るものか らは得 られない救 いを,今 はない ものから得 よ うと

求 めているが,ど のような ものにも救いを与 える力はないとい うこと,そ のわけ

は,こ の底 な.き深淵 を満 たす ことがで きる も.のは,た だ無限の ・不動 の存在,す

なわ ち神のほかには何 もないからであるとい うことではなかったであろ うか。/

た だ神 のみが,人 間にとって真の幸福である。(148一.425)

人 間 はかつては真 実幸福 であった。.しか し 「神 」か ら離反 し,そg本 性が堕落 し

て以来,内 部に空洞が生 じ.た。 「人間は手当 り次第に自分のまわ りにあるもので,.

この うつろを満たそ うとむだな努力を し,今 あるものか らは得 られない救 い を,今

はない ものか ら得 ようと求 め」た。幸せになろ うとして様 々な 「気ば らし」に走 っ

た。.そうとは知 らずに 「神」 の代用品 を希求 していたのである。 「人聞が神 を.捨て

てから とい うものは,な ん とまあ不思議なこ とであろ う,自 然の中で神 のかわ りに

なるこ とができなかった ものは,.何 一つないのだ。 … 何 もか もが神 のかわ りに

なった 。人間が真 の幸福 を失 ってか らとい うもの,何 もか もが同 じように,人 間に

は幸福 と見えるよ うに.なった」(同 前)。 しかし 「どんな ものに も救いを与 える力

はない」 。 「この底な き深淵 を満たすこ とができるものは,た だ無限の ・不動の存.

在,す なわち神のほかには何 もない」 。 「ただ神 のみ魁 人間に とって真 の幸福」.

だ からである。

しか し,人 間が 「神 」 を,「 真 の幸福 」を求 めるよ うにな るためには,ま ず 自分

自身 に目を向けな くてはな らない。 「人間の状態 」 を,「 生 まれながらのど うしよ

うもない不幸」 を,た とえそれが 「つきつめて考 えてみ ると,も う何 ものによって
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もな ぐさめられないほ どに惨めであわれ なもの」 であっても,見 つめる必要がある。

そ して,「 悲惨」 と 「偉大」 .とい う 「矛盾」 を,人 間 とい う謎 を存分1こ味 わわな く

てはならないのである。自分 自身に立 ち返 ること 一 まずそこか らしか何事 も始 ま

らない。

だが,人 々は自.らの空洞をなん らかの 目標 を定めることによ り,絶 えず熱気 で満

たそ うとしている。人間に とって 「真 の幸福」は 「神」だけであるのに,「 気ば ら

し」による束 の間の幸せゐみ を追 い求 めている。

人間には自らの悲惨 を意識することよ り生 じる 「ひそかな一つの本能 」があ り,

こ の 「本能」が人を 「気ば らし」へ と駆 り立てているのであるが,人 間には 「もう

一つのひそかな本能」がある
。この 「本能」は人 間の,そ の本性 が堕落する以前 の

偉大 さのなご りであ り,幸 福 は 「安 らぎ(repos)」 の 中にしかないことを教 える。

.人間は騒 ぎの渦 中にあってひそかに 「安 らぎ」 を求めている。 この仕事 が終われば

「安.ら.ぎ」が待 って くれているだろ うとはかない望みを抱 いている。

.しか しいざその仕事 が終 わ
ってみれば.,待 っているのは 「退屈」であり,「 倦怠」

である。 「情熱 もな く,仕 事 もな く,楽 しみ もなく,精 神 の集 中もな く,完 全 な休

息状態 にあ.るほど,人 間に とって耐え られないことはない」(622-131)。 「気ば

らし」が自己から目をそむけるこ と,自 己逃避に他 ならぬ限 り,目 標 の達成は幸福

の終 了を意味す る。自己に戻 っそ来 ざるをえな く.なる。 「戦いほどお もしろい もの

はない。だが.,勝 利 はそれ ほどで もない」(773-135)の で ある。勝利 のあとには

必ず 「退 屈」が待 っている.。人は再び 「気 ばら し」を求 めるであろう。求.めざるを

えないだろ う。そのようにして人生は過 ぎ去るのである。

「わた した ちの惨 めさ.をな ぐさめて くれる唯一のものは,気 ば らしである。とこ

ろが,.こ れ こそ,わ た した ちの惨めさの中で最大 のものなのである。なぜな ら,わ

た した ちに自分自身のことを考えない ようにさせ,知 らず知 らずの う.ちにほろびに

いた.らせるものは,主 としてこの気ば らしだか らであ.る」(414-171)。

5

.人 々が生 きている様 を眺 めると
,そ の行いの どれ もこれ も 「気 ば らし」 の一語 に

.尽 きる
。人 々は生 まれなが らの悲惨な状態か ら目をそ らしてい る。目をそ らさんが

.ためにそ
.のよ うな行為にいそ しんでいるのである。 「いろいろな.仕事 もあるものだ

一49一



が,そ れ らを一々吟味 しなくても,気 ば らしの中に一切 を含 めればそれでよい 」

(478-137)。 職業 もまた当然 これに入 る。divertissementと い う観点からすれ

ば,あ らゆる職業 も賭 け,玉 突 き,狩 猟,等 々と毫 も違 わない。

それ では学問はど うであろう。世に学者 と呼ばれ る人達のふ るまいは どのような

ものであるのか。

パスカルの例 を借 りれば,自 らの書 斎に閉 じこもり,未 解決 の代数 の問題 と必死

になって取 り組 んでい る人達力1いる。その成果 によって学者仲間の称讃 を得んがた

めで ある。また,自 らの知 つていることを慈命 に書 き綴 っ.ている人達 もいる。己れ

をよ り賢 くす るのではな く,人 々に誇示せ ん.がためである.。

.そ れ らの学問は 「気ば らし1に 入 るであろ う。仲間内から称讃.され ること,人 々

に誇示す ることが 目標 になっている。その目標 に向かって没頭 して.いる。.その点で

は他の 「気ば らし」 とどんな相違 も認め られないからである。

確かにそ うであろ う。学 問と言 え ども 「気ば らし」に他 なるまい。パスカルの言

葉 を概ね肯 いつつ も,な お疑問は残 る。 「気ば らし」でない学問 とい うものはあ り

えないのだろうか。た と.えば``Wissensc血aftalsBeruf"は ど うなのか』 「天職」,

「使命」,「 召命」,…,ど う呼ぼ うとかまわないが,そ のようなものとして

の学問は どうなのであ.ろうか。

マ .ッ.クス ・ウェーバーは 『職 業 としての学問』 の中で,学 者にな りたいゐだが と

相談に来 る若 き学徒 に対 しては,次 あ ように応 じることに していると述搏ている。

… 大学に奉職す る者の生 涯は,.す っか り僥倖 に支配 され ている。わかい学

徒が大学に就職す る相談 にきて も,責 任 を もってすすめうことはまずで きない。

もしその人がユ ダヤ人 であった ら,わ れわれがその人にむかって 「希望 をいっさ

いおす てな さい」 とい うことは もちろんで.ある。また斗ダヤ人でな くとも 「きみ

は凡庸な連 中がつぎつ ぎに毎年のよ うに,き みを追い こして昇進 してゆ くのをみ

て も,腹 もたてず気 もくさらせずに,い られ ると思い ますか」 と問いただ してお

かな くてはな らない。そ う.する と,返 事はいつ もきまっている。.「もちろん.です,

わ た くしはただわた くしの 『天職』 に生.きるのです」.とこ うこられ るのである。

一 だがす くなくともわた くしの経験 では,心 を傷つけ られ るこ.とな しによ くそ
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のよ う.な運命 にたえることのできたのは,ご く少数のひとだけであった②。

職業 として学問 を選ぶ にあたっては,60年 前 の ドイツの学生 もまたきまって 「わ

た くしはただわた くしの 『天職(Beruf)』 に生 きるのです」 と述べた と言 う。 しか

しかれ ら学生 σ渉 み も多 く地位や名誉 に左右 され ざるをえなかった。思い通 りのも

のが得 られずに 「心 を傷つけられ」,「 そのような運命 にたえ.ることゴができなか

ったのである。 「天職」に生 きているはずのかれ らも,地 位や名 誉へ の未練 は断 ち

切れなかった。かかる時かれ らの生 き方 もまたdiμertissementで あ り,「 天職 」な

るもの も 「無 ば らし」に必要な一目標にすぎなかったと断ずべ き.であろうか。

「天職」に生 きるとい う生 き方 も,も しそ こにパ スカル言 う所 の 「想像力」が関

与すれば 「気 ば らし」に変わ りうる。 「天職」で さえそこに向かって突進すべ き赤

い布に変貌 しうるのである。

6

パ スカルは対話形式 をと
.った断章132-170の 中で,「 でも,気 ばらしを して楽 し

めるとい うの も,幸 福 なことじゃないかね」 と問わせたあ と,他 方に次のよ うな返

答 をさせている。

いや,そ うじゃない。気 ば らしは,よ そか ら,外 部 から来 るものだからだ。っ

ま り,気 ば らしは他 に依 存す.るものだ。だか ら,い ろんな出来事に出会 う.と,ど

うして も乱 されがちになる。そのために,悩 みも避け られないとい うことになる。

それな ら,単 に 「よそか ら,外 部か ら来 る」 ことによ り,あ るいは単に 「他 に依

存す る」ことによ り,.「 いろんな出来事 に出会」って 「乱 されがちに」な らぬ もの

とは どのよ うな ものがあるだろうか。.

学 問 もまた.「気 ば らし」であ る。 「天職」 でさえ時 にそ う変わ りうる。しかし「天

職」 とはそ もそ も何で あっ.たのかpど うあるはずの ものであるのか。

キェルケゴールはその青年時代に, .自 らの生 き方 を.探るべ くrギ ー レライエの手

記』 なる もの を書 いている。

それ によれば,「 私」はいま何 をなすべ きか決心 がつかない。決心 がっ くために
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は 「私 」は 「私 の使命」 を知 らねばならない。 「使命(Bestimmung)」.と は 「神」

が 「私 にほんとに私 が … なずべ きことを欲 したもう」ことであると同時に,「 私

に.とって真琿であ るよ うな真理」,「 私 がそれのために生き,そ して死にたいと悪

うようなイデー」である。そ して人間は自らの 「使命」 を理解 した時,「 自己の歩

み とそ のた どりゆく道」 を知 ることがで き,そ の時には 「これ までよりいっそ う深

い意味で」 「私」 とな り,「 生活 の意義 と安息 」 を得 るのである③。

また オルテガは 『ガ リレオをめ ぐって』 の中で,自 らの未来 を予見 させ うるもの

として 「使 命(vocaci6n)」 に言及 してい る。

彼に よれば,人 間は ともすれば 「ああに もなれ る,こ うにもなれ る」 と思 いがち

である。 しか し自己に深 く沈潜するならば事情 はおのず と変わ ってくる。その時日

が 「内部 のいず ことも知れぬ深みから発 せ られる不思議な声」が,人 間に 「ただひ

とつ の もの,た ったひとつの もの」1ごなれ と言 う。ある特定のr生 の計画」 を選べ

と言 うか らである。この 「不思議な声」 こそが 「使命」であ り,そ れ は人の 「真1E

の存在」がいずれであるか を教 えて くれる のである④。

オルテ ガはこの 「内奥か らの声」 の背後に 「神」 を見てい るかどうかは .っき りと

はわか らない。 しか しこの二人の偉人 は共通 したことを教 えて くれ てい るよ うに思

える。

人間には各 々歩 むべ き一筋の道 があ る。通常それは 「使命」 とい う名 で呼ばれて

い る。その道が最終的に どこに至 るかは 目下の所わか らない。だが,さ しあたって

どの方角 をゆけばよいかは教 えて くれ る。 自らの内奥に耳 をすますなら,「 神」が,

「内奥からの声」 がささや いて くれ る。その道 を行 くか行かぬかは本人り決断一つ

だが,「 使命」 を生 きるとはかかるか細い道 を歩み通 すことである,.と 。

「使命」 を生きるとは,自 己に沈潜す ることによ り己れの 「真正 の存在」がいず

れであるかを聞き取 ることである。その 「内奥からの声」に従 うことである。地位

や名誉,そ れに人 々か らの称謂など他 に何 ものをも目標 とせずに,た だ 「使命」 の.

み に従 う時,そ の生 き方はなお も 「気 ば らし」 と呼ばれ うる余地はあるだろ うか。

おそ ら く 「使命」 と 「気 ば らし」 とでは,そ れ を生 きている当の人間の内面におい

て著 しい相違 を示すにちがいない。

人 々は幸せになるた めに,自 分 自身のζ とを考 えないでお こうとした6騒 ぎを求
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め,自 己からの絶 えざる遁走 を企 てた。 「気 ば らし」である。人 々は 「気ば らし」

において何ほ どか幸せなのである。楽 しいのである。 しか.し 「使命」を生 きる者 の

胸中にそのような幸福感は,た とえば賭 けや狩猟 といった ものに我 を忘れ る時のあ

の幸福感 はあるのか どうか。そ もそ も人 は幸せ.になろ うとして 「使命」を生 きるこ

とを選 ぶのか どうか。筆者に.はわか らない。推測 の城 を出ないのである。 しか しか

のシモーヌ ・ヴェイユは .「召命 か,幸 福 な生涯か,い ずれ を選 ぶべ きか」 と 『ノー

ト』に したためたと言 う(5)。「召命」はやは り 「幸福 な生涯」 を約束 し訟いのか。

あるいは,「 幸福 な生涯」 と対照的に語 られ る.「召命」 を生 きぬ く果てには,真 の

とか最高 のとかいった言葉が冠せ られ る幸福 が待 っているのだろ うか。

自らの 「使命 」のみに従 うこと。そ こにおいて選 ばれ る職業はもはや 「気ばらし」

とは言 えないのではないだろ う.か。先ほ ど引用 した ウェーバーの 『職業 としての学

問』 の中に,す ぐれた学者 とは 「おのれ をむな しゅ う.して自己の課題 に心 をうちこ

む」人 を言 う(6),と あ る。あ るいは これ も,「 使命」に従 うことが,単 に学問 とい う

領域 に とどまらず 「気 ば らし」でないことを示す一証言 となるかもしれ ない。

.「気ば らし」でない ものを探す あまり
,「 使命」,「 天職」な どとい う当節 はや

らない言 葉 を持ち出さざるをえなかったが,「 使命」 を生 きるとい うことが今 日な

お可能 なのかど うかわか らない。現在 「使命」 なる言葉が依 然 として意味 を持 って

いるのかど うかも知 らない。それでも,自 らがな.そうとしてい ることがdivertisse-

mentに す ぎ.ないかどうか,や は り一度は考えてお くべきことと思われ,こ こに拙 き
.筆 を執

った。

.〔註〕

(1)前 の数字 にラフユマ版 の,後 の数字 はブ ラシシュヴィック版の番号 を示す。田

辺保氏訳。 『パ ンセ ー ルイ ・ラフユマ版による 一 』(新 教出版社 。1966年

初版)g以 下同 じ。但 し,136-139,48-137に お い下は訳文の一部 を変更

させて もらった。

(2)出 口勇蔵氏訳。 『世界の大思想』第 皿一7巻(河 出書房。昭和43年 初版)366

頁 。

③ 桝 田啓三郎 氏訳。r世 界の名著』第40巻(中 央公論社。昭和41年 初版)20,22
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頁。

④ アンセルモ ・マタイス,佐 々木孝両氏共訳。 『ガ リレオをあ ぐって』.(法 政大

学出版局。1969年 初 版)214-215頁 。但 し,.訳文 の一部 を変更 させてもらった。

⑤ 『奴隷の宗教 一 シモー ヌ ・ヴェイユとキ リス ト教』(新 教 出版社 。1970年 初

版),田 辺 保 氏著。24頁 。

⑥370頁 。

(お おまち いさお 京都大学文学部研修員)

一54一


